
８／ ４（日）の行事 【道庁プレスリリース】
７／２６（金）の記者レクチャー

報道発表資料の配付日時 ７月２２日（月）１５時００分

発 表 項 目
令和６年度北海道防災総合訓練（第１回）の実施について

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者 総務部危機対策課
令和６年７月２６日（金） 防災教育担当課長 髙橋 智哉

の お 知 ら せ １３時００分～１３時３０分 危機対策企画幹 坂口 浩一郎
(実施場所)
本庁舎２階 記者クラブ内

道では、毎年度、北海道地域防災計画に基づき、北海道防災会議が主催す
概 要 る北海道総合防災訓練を実施しています。

この度、第１回目の訓練を次のとおり実施しますのでお知らせします。
記

１ 主催・共催
主催：北海道防災会議（会長 北海道知事）
共催：釧路総合振興局管内８市町村

２ 実施日時・場所
（１）日時

令和６年８月４日（日）午前８時00分～午後13時00分まで
（２）場所

○メイン会場（道が実施主体）
釧路市、釧路町、厚岸町、弟子屈町、鶴居村

○一般会場（町が実施主体）
浜中町、標茶町、白糠町

３ 訓練想定
日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震（釧路沖を震源とするマグニチュ

ード８を超える地震）に伴い、太平洋沿岸地域に大津波が発生。
４ 主な訓練内容 ※詳細は別添資料をご覧ください。
情報伝達訓練、住民避難訓練、避難所運営訓練、情報収集訓練、広域避難訓練、
物資輸送訓練、救出救助訓練、医療救護訓練、架橋設置訓練

５ 参加機関（計43機関）
道防災会議構成機関等：道警、自衛隊、北海道開発局、札幌管区気象台、

第一管区海上保安部、釧路東部消防組合、
（株）ＮＴＴドコモ、（公社）道トラック協会 等

災害時協定締結企業：北海道コカ・コーラボトリング（株）、（株）セコマ 等
６ 訓練のポイント

本年１月に発生した能登半島地震の教訓も踏まえ、関係機関の対応や
連携の手順などを確認する。
（１）道路寸断による孤立地域の発生を想定し、ヘリ・ドローン等による

情報収集や物資の輸送、自衛隊の協力を得た架橋設置訓練を実施
（２）多数のヘリ・ドローンが同一空域で安全に活動できるよう、現地に

臨時の運航調整所を開設し、ヘリ等の統制を実施
（３）津波の被害を受けた沿岸市町村から内陸部の市町村への広域

避難を実施

参 考

報 道 ( 取 材 ) 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の発生が切迫し、地域における防災対
に 当 た っ て 策への関心が高まっていることから、当日取材をいただき、積極的な報道を
の お 願 い お願いします。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所) 釧路総合振興局記者クラブ
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 総務部危機対策局危機対策課（担当者：危機対策企画幹 坂口）
（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン 011-204-5008（内線22-558）

公用スマホ 011-585-6212



令和６年度北海道防災総合訓練（第１回）実施要領
（８月４日（日）８：００～１３：００）

ヘリ発着点、救護
（太田小学校グランド）

中標津空港

⑥患者の輸送（千歳へ）

⑦情報収集（海自P3C、開発局、陸自ヘリ）

⑤津波避難ビルからの救出
（消防庁舎屋上）

⑦情報収集
（ドローン、取締船「ほくと」）

⑤海上捜索・救出（道警・海保・自衛隊）
海域～厚岸漁港

項 目

管内
市町村

①情報伝達訓練

②避難訓練

厚岸町 ③避難所運営訓練

項 目

釧路市～
鶴居村
釧路町～
弟子屈町

④広域避難訓練

厚岸町
⑤救出救助訓練

⑥医療救護訓練

釧路
管内

⑦情報収集訓練

⑧物資輸送訓練

標茶町 ⑨架橋設置訓練

⑥患者の輸送
（中標津空港へ）

⑤高台からの救出
（ネイパル厚岸、子野日公園）

⑧物資空輸（ドローン）

釧路市

別紙

ドローン発着位置
（苫田地区）

③避難所運営訓練
（太田活性化施設）
⑤ヘリ等活動拠点の運営
⑥医療救護訓練
(太田小体育館)

⑤ヘリ・ドローンの運航調整
（消防庁舎）

消防庁舎

⑧物資空輸
（帯広から）

鶴居村

弟子屈町

釧路町

④広域避難（釧路市～鶴居村）

④広域避難（釧路町～弟子屈町）

⑨架橋設置
（開運10丁目）

⑧物資輸送（各避難所へ）

厚岸町


